
貸 借 対 照 表 
 

平成 22 年 7 月 31 日 現在 
 

株式会社ワンダーライフ                                           単位：  円   

資  産  の  部 負  債  の  部 

科     目 金     額 科      目 金    額 

【流動資産        】 【    446,363,302】  【流動負債        】 【   176,321,984】

 小口現金            977,525   買掛金        5,272,680 

  借入用通帳 UFJ 大津町        63,006    一年以内返済借入金       19,440,000 

  本部通帳 元 UFJ 桜通             762,116   未払金         34,421,107 

 支店 UFJ 普通      44,919,191   前受金       291,850  

 営業本部通帳            493,577   仮受金            135,500 

 全管協共済会 UFJ 名駅             20,000   預り金         39,947,487   

 十六銀行 中村         66,002,756   源泉預り金          1,961,986 

 決済通帳 名古屋駅前        286,091,739   社保預り金          8,253,874 

 預り現金          1,893,511   未払法人税等         48,173,500  

 売掛金            569,000   未払消費税      8,600,000 

 貯蔵品          3,504,104   賞与引当金          9,824,000 

  前払費用         16,091,867  【固定負債       】 【   594,860,265】

  立替金          1,682,803   長期借入金        131,698,000 

 仮払金          1,080,097   本支店勘定(本店借)        462,547,225 

 未収入金         14,381,091    預り保証金            250,000 

 繰延税金資産          7,830,919   長期未払金            365,040 

【固定資産        】 【    678,726,316】   負債の部合計        771,182,249 

（有形固定資産      ） （     34,542,428）    

 建 物         15,071,089   

  建物付属設備          9,352,658 純  資  産   の  部 

  構築物          1,494,217 【株主資本       】 【    354,192,790】

 工具器具備品          7,372,878  【資本金       】 【    200,000,000】

 一括償却資産          1,251,586  【利益剰余金     】 【     154,192,790】

（無形固定資産      ） （     4,969,793）     利益準備金         21,600,000 

 ソフトウェア          3,198,365   （その他利益剰余金  ） （    132,592,790）

 のれん          1,771,428   繰越利益剰余金      132,592,790 

（投資その他の資産    ） （   639,214,095） 【評価・換算差額等   】 【     △285,421】

 投資有価証券      1,679,353  【有価証券評価差額金 】 【    △285,421】

  出資金            590,000   

 長期前払費用          9,826,751   

 長期貸付金        135,381,324     

 保証金         26,908,250   

 本支店勘定(支店貸)        462,547,225    

 繰延税金資産          2,281,192   純資産の部合計        353,907,369 

 資産の部合計      1,125,089,618      負債・純資産の部合計      1,125,089,618 

 



 

 

 

 ※ 当期純利益                    81,759,356 

  

１．重要な会計方針 

(1）資産の評価基準及び評価方法 

        ① 有価証券の評価基準及び評価方法 

ア 時価のあるもの 

期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によって処理 

し、売却原価は移動平均法により算定しています。） 

       イ 時価のないもの 

移動平均法による原価法 

 

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

最終仕入原価法による原価法 

 

（2）固定資産の減価償却の方法 

          有形固定資産     法人税法の規定による定率法、ただし、建物は定額法 

無形固定資産     法人税法の規定による定額法 

 

（3）引当金の計上基準 

       賞与引当金      従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担 

分を計上しています。 

 

（4）その他計算書類の作成のための基本となる重要事項 

        ① リース取引の処理方法 

              リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リース取引につい 

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 

 

         ② 消費税等の会計処理 

         消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。 

 

２．株主資本等変動計算書に関する注記 

（1）当該事業年度の末日における発行済株式の数                                      4,000 株 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（2）当該事業年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項 

  平成 22 年 10 月 31 日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する 

事項を次のとおり提案しています。 

① 配当金の総額                                                           10,000,000 円 

② １株当たり配当額                                                             2,500 円 

③ 基準日                                                             平成 22年 7月 31日 

④ 効力発生日                                平成 22年 11月 1日 

なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。 

 

３．その他の注記 

有形固定資産の減価償却累計額                          31,598,593 円 

 


